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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・高田　多紀子様～排便－７日目でセンナリド２丁処方になってます。腹満なく、グル音もありません。以後定期となります。腹部状態と排泄状況の観察し、腹部マッサージ･水分補給の指導を行っていく。

＜隔離室使用患者様＞

・畑中　成夫様～昨日の準夜帯、服用時にスタッフの手を掴む事あり、理由については「皆をめちゃめちゃにしたい」との発言聞かれています。深夜帯は、落ち着いて朝まで休む事できています。

　今日の日勤帯、入浴後に退室時間を設け、昨日スタッフを掴んだ事について尋ねると「掴んだ事は覚えている」と話している。理由については、「神がやれ」と神に対する発言聞かれています。入浴中の様子は、着脱や洗身にも声掛けと時間を要しています。又、浴室から部屋に戻ると、部屋から物が無くなったとの発言も聞かれています。

　各食時に、部屋に衣装ケースを入れその上で食事を摂って頂いたが、食べ溢しもなくスムーズに摂る事出来ています。

　午前中は入浴を含め５０分の退室時間を設けています。徐々に退室時間が長く取れている事を評価し、午後も本人の体調もみて退室時間を設けていきます。

・佐々木　尚子様～夜間は朝まで休む事できています。日中帯は、体重測りたいと要求多く聞かれています。又、「寒いので毛布下さい」と要求聞かれていますが、毛布と布団が入っており衣類調節もしている為、必要無いのではないかと判断し入れない事を説明しています。自傷行為はありません。便秘の訴え本日は聞かれていませんが、便秘予防の為、１０時に水分補給を促した所、「いりません」と拒否しています。又、面会時に、お母様に「あれ持ってきて。」と多く要求聞かれているとの事で、今は、治療の時だという事を本人にも理解して頂き、必要無い物の要求は控えて頂くよう、面会時にはスタッフも少しは介入していく。

＜新入院・要観察患者様＞

・長根　矢一様～昼の傾眠が目立ち、夜は１～２時間寝る程度で昼夜逆転傾向になってきています。眠剤の調整も兼ねて来週にでも主治医に情報提供していく。又、日中の活動性を高める為、散歩の運動をする。入浴時、気持ちよさそうに閉眼している。元来、冷え性とのことなので、就寝前に足浴を行い、できるだけ、睡眠を確保できるように工夫し、その結果を、再度検討し、主治医に情報提供していく。

＜業務の現状、問題点の検討＞

・現在、入浴について業務改善の検討をしている。

　杉本～患者様のレベルに合わせ、月・水・金の夕方～スタッフ１名付き自立の方。

　　　　要介助の人は現状のシステムで対応してはどうか。

　　　　　　　　上記のシステムに変更することによって、患者様も、ゆっくり入浴でき、スタッフもゆとりをもって観察と業務に取り組める。

　田ノ上～本来は一人に一枚洗身タオルがあるのがあたり前ではないか。

　高橋～バスタオルを使いまわししており、感染にもつながるのではないか。

＜学術研究発表について＞

・畑中　成夫様症例を研究としている。　発表者：橘

　隔離開始から1年経過している。攻撃性が少なくなり、徐々に退室できるようになった。スタ

　ッフのあきらめない長期での関わり、結果を発表していく。現在、取り組んでいる。状況です。













